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②
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

強
く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

都
市
型
浸
水
対
策
を
強
化
せ
よ

　

近
年
増
加
す
る
都
市
型
水
害

の
減
災
策
と
し
て
、
下
水
貯
留

施
設
の
拡
大
や
雨
水
貯
留
槽
の

設
置
促
進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

都
に
対
し
、
妙
正

寺
川
・
江
古
田
川
流
域
の
雨
水

貯
留
施
設
整
備
を
要
望
し
て
い

る
。
雨
水
貯
留
槽
は
防
災
や
環

境
面
で
の
効
果
も
あ
り
、
設
置

に
関
し
普
及
・
啓
発
を
進
め
る
。

は
反
映
し
て
お
り
、
今
後
も
地

域
の
声
に
耳
を
傾
け
た
い
。

　

平
成　

年
度
決
算
状
況
を
ま

２２

と
め
た
区
の
財
政
白
書
に
よ
る

と
①
特
別
区
民
税
徴
収
率
が　
２３

区
平
均
と
比
べ
て
低
い
。
そ
の

理
由
は
。
②
徴
収
率
の
推
移
は
。

③
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
納

付
導
入
の
効
果
は
。
④
徴
収
率

向
上
へ
の
方
策
は
。
⑤
人
件
費

・
公
債
費
の
削
減
額
以
上
に
増

加
し
て
い
る
生
活
保
護
費
が
、

今
後
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

①
短
期
間
で
住
所

異
動
し
た
り
、
比
較
的
所
得
が

低
い
若
年
層
の
納
税
者
が
多
い

こ
と
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

②　

年
度
以
降
３
年
連
続
で
低

１９
下
し
て
い
た
が
、　

年
度
は
微

２２

増
し
た
。
③
予
想
以
上
に
利
用

率
が
高
く
、
納
税
の
利
便
性
を

高
め
た
と
考
え
る
。
④
滞
納
処

分
強
化
が
重
要
で
、
全
庁
規
模

で
の
臨
戸
徴
収
な
ど
に
努
め
た

い
。
⑤
生
活
保
護
費
の
増
大
が

財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
若
年
者
な
ど
の
就
労
支

援
を
強
化
し
、
一
般
財
源
の
圧

縮
を
図
り
つ
つ
、
継
続
し
て
国

に
制
度
改
善
を
要
望
し
た
い
。

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
て 

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を

　

区
は
目
指
す
べ
き
教
育
の
方

向
性
を
中
長
期
的
に
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
平
成　

年
に
教
育

１７

ビ
ジ
ョ
ン
を
、　

年
２
月
に
教

２３

育
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
２
次
）
を
策

定
し
た
が
、
そ
の
経
緯
は
。

　

教
育
長　

平
成　

年
の
教
育

１８

基
本
法
の
改
正
や
新
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
な
ど
を
踏
ま
え
、

教
育
委
員
会
で
２
年
間
議
論
を

行
い
、
区
民
意
見
交
換
会
の
結

果
も
含
め
て
策
定
し
た
。

大
規
模
公
園
整
備
に
あ
た
り 

区
民
の
声
に
耳
を
傾
け
よ

　

現
在
、
区
で
は
（
仮
称
）
中

央
部
防
災
公
園
を
は
じ
め
、
６

つ
の
大
規
模
公
園
整
備
に
着
手

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
計
画
策

定
時
に
は
地
域
の
特
色
を
生
か

し
、
意
見
を
く
み
取
る
こ
と
が

必
要
だ
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

　

区　

長　

従
前
も
計
画
、
設

計
を
ま
と
め
る
各
段
階
で
意
見

交
換
会
を
開
き
、
可
能
な
意
見

Ｃ
Ｏ
２

削
減
な
ど
の
課
題
に
つ

い
て
検
証
し
て
い
く
。

　

他
の　

区
は
公
園
・
公
衆
ト

２２

イ
レ
に
ペ
ー
パ
ー
を
設
置
し
て

い
る
が
、
中
野
区
は
４
カ
所
の

み
で
あ
る
。
最
低
限
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
設
置
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

盗
難
な
ど
ト
ラ
ブ

ル
の
要
因
と
な
る
た
め
設
置
し

て
こ
な
か
っ
た
。
新
設
の
際
に

可
能
な
場
所
で
は
設
置
す
る
。

区
有
施
設
で
電
力
調
達
入
札
を

　

電
力
小
売
自
由
化
を
推
進
す

る
経
産
省
は
、
電
力
調
達
入
札

に
よ
り
電
気
料
金
が
ほ
ぼ
半
額

に
な
っ
た
。
東
京
電
力
よ
り
Ｃ

Ｏ
２

排
出
係
数
も
低
く
安
価
な

電
力
を
買
う
べ
き
だ
。
①
２
０

１
０
年
度
の
区
有
施
設
の
電
気

料
金
の
総
額
は
。
②
電
力
調
達

入
札
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
４
億
５
千
万
円

で
あ
る
。
②
安
定
供
給
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
の
複
数
確
保
、

行
い
、
計
画
に
反
映
す
る
。
ま

た
、
他
区
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
も
参
考
に
検
討
し
た
い
。
②

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
で
き
る
こ
と
は
有
意
義
と

考
え
て
お
り
、
保
健
福
祉
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
着
実
に

整
備
し
て
い
く
。

　

①
介
護
保
険
制
度
は
２
０
１

２
年
４
月
に
新
た
に
改
正
さ
れ

る
。
今
回
の
改
正
で
は
地
域
の

自
主
性
を
高
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
他
の
自
治
体
に

劣
る
こ
と
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
が

展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

②
地
元
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は

地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
に
力

を
入
れ
、
評
判
が
良
い
。
遠
方

の
施
設
に
入
ら
な
く
て
済
む
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
症

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
今
後
ま

す
ま
す
必
要
と
な
る
。
区
の
見

解
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
ニ
ー
ズ
調
査
を

の
体
制
づ
く
り
に
反
映
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
た
い
。
②
積

極
的
に
情
報
提
供
を
行
い
た
い
。

公
益
活
動
団
体
な
ど
の
育
成
を

　

①
組
織
の
垣
根
を
越
え
た
情

報
交
換
や
交
流
の
場
の
提
供
が

必
要
で
は
。
②
公
益
活
動
団
体

な
ど
に
対
す
る
育
成
や
広
報
の

あ
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

区　

長　

①
交
流
機
会
の
拡

大
に
つ
い
て
工
夫
し
た
い
。
②

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
流
会
や
講
座
テ
ー
マ

に
「
活
動
紹
介
の
手
法
」
や

「
活
動
人
材
確
保
の
手
法
」
な

ど
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

①
被
災
地
支
援
を
行
っ
た
団

体
な
ど
の
経
験
や
ス
キ
ル
を
中

野
の
防
災
に
ど
う
い
か
す
の
か
。

②
障
害
者
と
連
携
し
た
防
災
訓

練
が
行
え
る
よ
う
、
区
は
防
災

会
へ
情
報
提
供
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
震
災
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援
受
け
入
れ

　

危
機
管
理
担
当
や
防
災
担
当

管
理
職
の
頻
繁
な
異
動
や
、
度

重
な
る
組
織
改
正
は
区
民
に
も

分
か
り
づ
ら
く
、
組
織
運
営
上

問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

の
実
効
性
や
精
度
の
点
か
ら
も

問
題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

区　

長　

事
業
を
適
時
適
切

に
見
直
し
、
目
標
に
向
か
っ
て

効
率
的
・
効
果
的
な
運
営
を
行

う
た
め
組
織
の
見
直
し
は
、
常

に
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

雨
水
浸
透
対
策
の
方
針
を
問
う

　

近
年
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
な
ど
に
よ
り
都
市
型
水
害

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

被
害
抑
制
に
有
効
と
さ
れ
る
雨

水
浸
透
対
策
に
つ
い
て
、
区
の

方
針
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

区　

長　

都
が
策
定
し
た
東

京
都
豪
雨
対
策
基
本
方
針
の
趣

旨
に
従
い
貯
留
・
浸
透
施
設
の

設
置
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
は
、
年
間

た
っ
た　

日
し
か
使
用
で
き
ず
、

３０

保
護
者
か
ら
不
満
が
出
て
い
る
。

暑
い
夏
が
続
く
中
、
児
童
館
の

休
館
も
多
く
、
遊
べ
る
公
園
も

少
な
い
。
せ
め
て
開
放
期
間
を

延
長
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

延
長
に
つ
い
て
は
、

利
用
実
績
や
区
民
要
望
、
気
候

な
ど
を
見
極
め
判
断
し
て
い
く
。

児
童
館
乳
幼
児
タ
イ
ム
充
実
を

　

児
童
館
の
乳
幼
児
タ
イ
ム
は
、

保
護
者
と
乳
幼
児
の
居
場
所
・

交
流
の
場
と
し
て
意
義
が
あ
る
。

し
か
し
、
学
校
の
長
期
休
暇
中

は
休
み
に
な
り
、
今
年
は
、
学

校
の
夏
休
み　

日
間
に
対
し
、

３８

　

日
間
も
乳
幼
児
タ
イ
ム
を
休

６９ん
だ
児
童
館
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

　

区　

長　

児
童
館
で
は
、
季

節
行
事
や
学
校
の
長
期
休
暇
な

ど
を
勘
案
し
て
期
間
を
決
め
て

お
り
、
事
業
内
容
充
実
に
つ
い

て
は
今
後
さ
ら
に
工
夫
し
た
い
。
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か
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暫定利用中の（仮称）本町五丁目公園

●
声
の
区
議
会
だ
よ
り

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
、
区
議
会
だ
よ
り
を
朗
読

録
音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

「
声
の
区
議
会
だ
よ
り
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

郵
送
に
よ
り
無
料
で
お
届

け
し
ま
す
。
利
用
を
ご
希
望

の
方
は
、
区
議
会
事
務
局

（
電
話
３
２
２
８
―
５
５
８

５
）
ま
で
。

　

ま
た
、
区
民
活
動
セ
ン
タ

ー
、
区
立
図
書
館
、
障
害
者

福
祉
会
館
な
ど
で
貸
し
出
し

も
し
て
い
ま
す
。

　

視
覚
障
害
者
の
方
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

中野区議会は、
虚礼等の廃止を
決議しています

求めない

受け取らない

贈らない


